
１．地域の状況 ・ ・ ・ 1

２．一般国道２０号の状況 ・ ・ ・ 3

３．諏訪地域の状況と課題 ・ ・ ・ 5 

４．諏訪地域の状況と課題のまとめ ・ ・ ・ 17

５．地域に配慮すべき事項 ・ ・ ・ 18

６．政策目標の素案 ・ ・ ・ 19

７．政策目標の素案と地域の将来像との整合性 ・ ・ ・ 20

８．政策目標の案 ・ ・ ・ 21

９．地域からの意見聴取方法 ・ ・ ・ 22

１０．今後の計画段階評価手続きの進め方（案） ・ ・ ・ 30

平成２６年７月１７日 関東地方整備局

一般国道２０号 長野県諏訪市～下諏訪町間

計画段階評価

第１回 説明資料の修正

す わ し し も す わ ま ち

参考資料１



１．地域の状況 1

当該地域は、首都圏、中京圏から概ね150km 圏内に位置し、2時間程度でアクセスできる位置。

一般国道20号は、東京都中央区を起点とし、長野県塩尻市に至る延長約230kmの主要幹線道路。
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１．地域の状況

当該地域は3市2町1村で構成され、人口は約20万人、標高700mを超える盆地に、諏訪湖、諏訪大社や温泉などの

観光資源や精密機械工業などの産業が盛んな地域。

諏訪市は、約7割が森林であり、市の中央部である諏訪湖東部は、精密機械工業を要する工業団地が集積。

下諏訪町は、約8割が森林や原野であり、限られた平坦地では土地区画整理事業を実施し、良好な市街地基盤を
形成。

2

諏訪地域の市町村別人口（単位：人）
（資料：長野県毎月人口異動調査（H25.10.1））
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【航空写真】 GeoEye, a DigitalGlobe company、 日本スペースイメージング」および「この地図の作成に当たっては、
国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平24情使 第415号）」

諏訪湖周辺の土地利用状況



２．一般国道２０号の状況（諏訪地域の整備経緯） 3

一般国道20号の諏訪盆地の区間については、交通混雑の緩和などを目的として道路網の調査に着手し、昭和47
年12月に都市計画決定。
諏訪湖以東は諏訪IC関連と坂室バイパスを暫定２車線で整備し、現在、茅野市役所付近から４車化を推進。
以西も下諏訪岡谷バイパスを暫定２車線で整備を進め、平成16年3月に一般国道142号バイパスとの接続部まで
が開通し、現在は一般国道142号までを事業中。
以上のような隣接区間の状況を鑑み、延長約11kmの未着手区間を計画段階評価対象区間に設定。
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一般国道20号（諏訪市・下諏訪町境）の交通特性は、地域内に起終点のある内々交通が24％。地域内に起終点の
どちらかがある内外交通が約58％。地域内を通過する外々交通が約18％。
当該地域の一般国道20号を利用する交通は、地域に関連する交通（内々・内外交通）が約8割と多い。

２．一般国道２０号の状況（地域間交通（諏訪市～下諏訪町）の状況） 4

交通量
（百台/日） 比率

周辺地域（内々） 42 24%

周辺地域とその他の地域（内外） 100 58%

周辺地域⇔長野県 96 56%

周辺地域⇔その他県 4 2%

通過交通（外々） 31 18%

合計 173 100%
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※周辺地域とは、諏訪市と下諏訪町

※H17道路交通センサスの現況ＯＤ調査結果を基に算出

※合計値は表示桁数の関係で一致しないことがある

一般国道20号のＯＤ内訳

一般国道20号の交通特性

内外交通
100
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（単位：百台/日）

一般国道20号のOD内訳
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42
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３．諏訪地域の状況と課題（自然災害）

平成18年7月豪雨では、対象区間の一般国道20号で約37時間に亘り全面通行止めが発生。
（平成18年7月豪雨と同規模の洪水に対する被害の防止に向けた河川改修は完了）

平成25年9月16日台風18号では、諏訪市の四賀武津地先で路面冠水による全面通行止めが発生。
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平成25年9月16日台風18号の状況

■諏訪市四賀武津（路面冠水）
10:35～11:05 全面通行止め
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③ 諏訪市四賀武津の路面冠水状況
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H18.7.18 梅雨前線

諏訪市四賀
諏訪市四賀武津
諏訪市諏訪一丁目
下諏訪町富部

片側交互通行
片側交互通行
全面通行止め
全面通行止め

H21.8.8 豪雨
諏訪市四賀武津
諏訪市四賀桑原

全面通行止め
全面通行止め

H23.8.13 豪雨 諏訪市四賀 全面通行止め

H25.9.16 台風18号 諏訪市四賀武津 全面通行止め

一般国道20号における
路面冠水による規制履歴（過去10年間）

平成25年9月16日台風18号

路面冠水による
全面通行止め箇所
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床下浸水被害区域

浸水被害による
全面通行止め箇所

浸水被害による
片側交互通行箇所

土砂災害による
全面通行止め箇所

平成18年7月豪雨
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３．諏訪地域の状況と課題（リダンダンシー(代替路)） 6

当該地域の緊急輸送路は、中央自動車道と一般国道20号等が第一次緊急輸送路に指定。

また、（主）岡谷茅野線や（主）諏訪辰野線等が第二次緊急輸送路に指定。

平成18年7月豪雨では、浸水被害や雨量規制により第一次緊急輸送路である一般国道20号と中央自動車道が全
面通行止めになり、南北を結ぶ路線が断絶（約18時間） 。
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浸水被害による
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第二次緊急輸送路

緊急輸送路

（資料：平成18年7月豪雨災害復興誌
（長野県：H24.3））

平成18年7月豪雨における一般国道20号と
並行する路線の全面通行止め期間

諏訪市

【土砂災害】釜口水門～小坂信号
全面通行止（約３０１時間）

【浸水被害】諏訪市上諏訪駅前
全面通行止（約３７時間）

約37時間

約23時間

約37時間

約36時間

諏訪湖周辺の道路網断絶時における迂回状況

一般国道20号と並行する緊急輸送路の全面通行止め箇所（平成18年7月豪雨）

岡谷市

下諏訪町
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・首都圏と中京圏を結ぶ
高規格道路の1つである
中央自動車道が断絶

・東名高速道路や新東名高
速道路への迂回が必要

東名高速道路

×

【浸水被害】ﾖｯﾄﾊｰﾊﾞｰ～下諏訪境
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３．諏訪地域の状況と課題（中央自動車道の代替路）

中央自動車道の諏訪南IC～伊北IC、岡谷JCT～岡谷IC間では、過去6年間で38回の通行止めが発生し、事故によ
る通行止めの発生回数が最も多い。また、延べの通行止め時間では、除雪のための通行止め時間が長い。

中央自動車道の通行止めの影響により、一般国道20号へ交通が迂回。

7

（資料：中日本高速道路（株）提供データ）

（資料：中日本高速道路（株）提供データ）

（単位：時間）

中央自動車道の通行止め時間（H19-H25）

中央自動車道の通行止め回数（H19-H25）

（単位：回）
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３．諏訪地域の状況と課題（交通量・旅行速度） 8

対象区間の交通量と旅行速度
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第三甲州街道踏切や赤羽根踏切では、速度低下が発生。
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（資料：H22道路交通センサス）

（資料：民間プローブデータ）
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第三甲州街道踏切（通称：湯の脇踏切） 赤羽根踏切
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３．諏訪地域の状況と課題（踏切）

対象区間の一般国道20号には踏切が2箇所存在し、1時間あたりの最大遮断時間は約14分、遮断による最大滞留
長は370m。（関東地方整備局管内の直轄国道に踏切は8箇所存在し、そのうち長野県内に2箇所）

踏切付近では、道路線形も悪く渋滞が発生。

一般国道20号の踏切箇所

第三甲州街道踏切
（湯の脇踏切）

対象区間
L=約11km

赤羽根踏切

（資料：平成23年2月交通実態調査結果）

9

至 塩尻

至 甲府

至 塩尻

至 甲府

第三甲州街道
踏切

赤羽根踏切

1時間あたり
最大遮断時間

14分8秒
（18時台：9回遮断）

7分49秒
（19時台：8回遮断）

至

塩
尻

至甲府

踏切の線形

だいさんこうしゅうかいどう ゆ の わ き あ か は ね

高 速 道 路
一 般 国 道
一般国道20号
主 要 地 方 道
一 般 県 道
Ｊ Ｒ

凡 例

踏切の1時間あたりの最大遮断時間
20

20 20

20

0m 150m 300m

【航空写真】 GeoEye, a DigitalGlobe company、 日本スペースイメージング」および「この地図の作成に当たっては、
国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平24情使 第415号）」

至

甲
府

至

甲
府

至

塩
尻

至

塩
尻

踏切の線形
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57%

32%

17%

27%
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14%

1%

5%

9%

9%

7%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正面衝突

追突

出会い頭

右左折

車両単独

人対車両

その他

② 交通渋滞の状況

（諏訪市元町交差点）
もと ま ち

① 沿道出入車両の状況

（下諏訪町菅野町地先）
す げ の ま ち

全体の6割が追突事故

【事故の要因】
・沿道に家屋、店舗が多い
・交通渋滞が発生している

・沿道出入り車両へ追突
・渋滞中の車両へ追突

３．諏訪地域の状況と課題（交通事故）

（資料：イタルダデータH20～H23）

至

甲
府

対象区間は、全国平均の死傷事故率（99.8件/億台キロ）を上回る箇所（四賀桑原交差点：343.4件/億台キロなど）
が多く存在。

事故の類型は、追突事故が多く発生しており、全体の約6割。

対象区間L=約11km

274.7285.0

244.3

至

塩
尻

～ 50件/億台・km
50～100件/億台・km
100～200件/億台・km

死傷事故率

200～ 件/億台・km

四
賀
桑
原

清
水
1
・
2

元
町

四
賀

四
賀
普
門
寺

四
賀
武
津

諏
訪
1
・
2

高
浜大

社
通
り

20
諏訪IC

岡谷IC

長野県平均値
51.2件/億台キロ
（H20～H23）

全国平均値
99.8件/億台キロ
（H20～H23）

20

152

茅野市諏訪市

下諏訪町

岡谷市

諏訪湖

②
赤
羽
根
踏
切

第
三
甲
州
街
道
踏
切

10

①

343.4

至 甲府

至 塩尻

至 塩尻

至 甲府

飯
島

し が く わ ば ら

踏切

対象区間の死傷事故率

（資料：イタルダデータH20～H23）事故類型の比較

全国平均

対象区間の
一般国道20号

183

142

高 速 道 路
一 般 国 道
一般国道20号
主 要 地 方 道
一 般 県 道
Ｊ Ｒ

凡 例



３．諏訪地域の状況と課題（通学路） 11

通 学 路

小 ・ 中 学 校

凡 例

対象区間では、第三甲州街道踏切～飯島交差点間が小・中学校の通学路に指定。

対象区間の一般国道20号では、2m以上の歩道の未整備区間が約7割。

一般国道20号
歩道整備状況

対象区間の一般国道20号
における歩道整備率

（資料：道路台帳、H22道路交通センサス）諏訪市の歩道整備状況下諏訪町の歩道整備状況

至

塩
尻

（資料：道路台帳、諏訪市・下諏訪町通学路図）

対象区間の一般国道20号の通学路指定状況と歩道整備状況 （資料：諏訪市・下諏訪町通学路図）

事 業 中 区 間

供 用 区 間
（暫定2車線）

高 速 道 路

一 般 国 道

一般国道20号

主 要 地 方 道

一 般 県 道

Ｊ Ｒ

:2.00m以上歩道
:0.75m以上歩道

大社
通り

高浜 第三甲州街道
踏切

諏訪1・2 元町 赤羽根
踏切

四賀
武津

四賀
普門寺

四賀 四賀
桑原

至

甲
府

対象区間L=約11km

下諏訪北小

下諏訪南小

城北小

上諏訪中

高島小

四賀小

中州小

諏訪南中

諏訪中城南小

元
町

四
賀
桑
原

飯
島

第
三
甲
州
街
道

大
社
通
り

高
浜

諏
訪
1
・2

赤
羽
根
踏
切

四
賀
武
津

四
賀
普
門
寺

四
賀

上り方向

下り方向

①

※2.00mは車いす同士がすれ違える長さ
※0.75mは人が1人通れる長さ

諏訪市・
下諏訪町境

一般国道20号の通学路状況

①0.75m以上の歩道整備区間の状況 ②歩道未整備区間の状況 ③2.00m以上の歩道整備区間の状況 ④歩道未整備区間の状況

諏訪南中

諏訪中

上諏訪中

高島小

高 速 道 路

一般国道20号

主 要 地 方 道

一 般 県 道

Ｊ Ｒ

通 学 路

小 ・ 中 学 校

凡 例

② ④③

7.95m 8.00m

3.50m 3.50m

0.50m0.75m

10.00m

3.25m 3.25m

0.75m

1.00m1.00m

0.50m0.40m

10.15m

3.25m 3.25m

0.15m

1.60m1.50m 3.25m 3.25m

0.65m 0.80m

だ い さ ん こ う し ゅ う か い ど う い い じ ま

（資料：道路台帳）（資料：道路台帳）

至

塩
尻

至

甲
府

至 甲府

至 塩尻 至 甲府 至 甲府

至 塩尻 至 塩尻

至 甲府

至 塩尻

2.00m以上の
歩道設置状況

0%

25%

50%

75%

100%

片側歩道整備
21%

片側歩道整備
10%

両側歩道整備
11%

両側歩道整備
48%

0.75m以上の
歩道設置状況
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■地域の声（諏訪市観光協会）

３．諏訪地域の状況と課題（観光）

当該地域は、上諏訪温泉、下諏訪温泉、諏訪大社、諏訪湖、霧ヶ峰高原などの観光資源が豊富。

上諏訪温泉・諏訪湖（諏訪市）は、軽井沢高原（軽井沢町）、善光寺（長野市）に次ぎ、県内における主要観光地別
の利用者数で第3位となっており、県内有数の観光地。

当該地域は、混雑時には平常時と比べ所要時間が2倍に増加し、高速道路ICまでのアクセス性が悪い。

（資料：長野県観光地利用者統計調査結果 ）

至甲府

諏訪湖周辺の観光施設や商業施設の立地状況

諏訪大社 御柱祭（おんばしらまつり） 諏訪湖祭湖上花火大会

対象区間
L=約11km

（出典：諏訪市HP）

12

霧ヶ峰高原

上諏訪温泉

諏訪大社
（上社本宮）

諏訪大社
（上社前宮）

諏訪大社
（下社春宮）

下諏訪温泉

ぜ ん こ う じ

き り が み ね こ う げ ん

（資料：民間プローブデータ）

諏訪IC～諏訪大社下社秋宮
の所要時間（休日）
（一般国道20号利用）

至

塩
尻

・国道20号は、自然災害の影響を受けやすく路線が止まりやす

い。加えて、湯の脇踏切から下諏訪町間は、道路幅員が狭く、

観光客にとって危険である。

軽井沢高原
（軽井沢町）

上諏訪温泉・

諏訪湖
（諏訪市）

霧ヶ峰高原
（諏訪市）

善光寺
（長野市）

志賀高原・
北志賀高原
（山ノ内町）

253
（3.0%）

長野県内の観光利用者数（上位5位）

（単位：万人）

309
（3.7%）

403
（4.8%）

607
（7.2%）

770
（9.1%）
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30

40

50

平常時 混雑時

19

38

（単位：分）

平成25年7月
ヒアリング実施

す わ た い し ゃ

高 速 道 路
一 般 国 道
一般国道20号
主 要 地 方 道
一 般 県 道
Ｊ Ｒ

観 光 施 設
商 業 施 設

凡 例

か み す わ お ん せ ん す わ こ

か る い ざ わ こ う げ ん

し も し ゃ あ きみや

か る い ざ わ こ う げ ん

ぜ ん こ う じ

か み す わ お ん せ ん

す わ こ

し が こ う げ ん

き た し が こ う げ ん

きりがみねこ うげん

ゆ の わ き し も す わ ま ち

（朝夕ピーク時）

し も す わ お ん せ ん す わ た い し ゃ

諏訪大社
（下社秋宮）
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３．諏訪地域の状況と課題（観光(夏期)）

諏訪地域の観光客入込客数は8月が最も多くなっており、特に上諏訪温泉・諏訪湖、霧ヶ峰高原の観光入込客数が
多い。

上諏訪温泉・諏訪湖（諏訪市）は、夏期では軽井沢高原（軽井沢町）に次ぎ、県内における主要観光別の利用者数
で第2位。

13

一般国道20号大社通り～四賀桑原間の月別旅行速度

諏訪地域の月別観光客入込客数
（資料：長野県観光地利用者統計調査結果（Ｈ21-Ｈ24））

諏訪地域の
観光入込客は
８月が最も多い御柱祭

（資料：民間プローブデータ（Ｈ21-Ｈ24））

観光入込客数が
最も多い８月に
速度低下

（単位：km/h）

（単位：千人）

（資料：長野県夏季の観光動向（H24）
長野県観光地利用者統計調査結果（H24））

夏期における諏訪地域の
観光地別観光客入込客数

上諏訪温泉

・諏訪湖
40%

霧ヶ峰高原
23%

蓼科
11%

その他
6%

白樺湖
6%

八島高原
6%

車山高原
6%

夏期の長野県内の観光地上位5位

上諏訪温泉
・諏訪湖

霧ヶ峰高原

志賀高原

・北志賀高原

善光寺

軽井沢高原

（単位：千人）

1,983

3,488

1,248

913

1,152

※夏期：7月と8月の合計値

諏訪湖 霧ヶ峰高原

（出典：諏訪市観光ガイドHP）

す わ

か み す わ お ん せ ん

す わ こ

き り が み ね こ う げ ん

たてしな

し ら か ば こ

や し ま こ う げ ん

くるまやまこうげん

か る い ざ わ こ う げ ん

ぜ ん こ う じ

し が こ う げ ん

き た し が こ う げ ん

た い し ゃ ど お し が く わ ば ら

か み す わ お ん せ ん す わ こ き り が み ね こ う げ ん

か る い ざ わ こ う げ ん

（年間3位→夏期2位）

（年間5位→夏期4位）

：平成21年度
：平成22年度
：平成23年度
：平成24年度

：平成21年度
：平成22年度
：平成23年度
：平成24年度

ニッコウキスゲ(見頃7月）（H25.7撮影）
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３．諏訪地域の状況と課題（製造）

諏訪湖周辺の工業団地の立地状況
至甲府

対象区間
L=約11km

■事業者の声（製造品事業者）

・この地域は、狭小道路が多く、接触事故も多いため、輸送に時

間がかかることがあります。大型車が無理なく通れるような道
路幅になれば、交通渋滞も緩和されると思います。
・一般国道20 号における輸送上の課題として、時間帯における
渋滞や踏切、浸水の危険性が考えられます。

14

工業製品

至

塩
尻

諏訪市・下諏訪町－県外発着の貨物車両
（資料：H17道路交通センサスの現況OD表）
※H17道路交通センサスの現況ＯＤ表より、
小型貨物と普通貨物のODを集計

※合計値は表示桁数の関係で一致しない
ことがある

諏訪市・下諏訪町境～高速道路IC間の
所要時間（平日）（一般国道20号利用）

首都圏
1,202
（55%）

（単位：台/日）

中京圏以西
607
（28%）

北関東以北
342
（16%）

北陸圏
46
（2%）

諏訪市
下諏訪町

当該地域は、精密機械工業を要する工業団地の集積等、県内有数の工業地域であり、「東洋のスイス」とも言われ
ている。

当該地域の貨物車流動は、首都圏が約5割、中京圏以西が約3割となっており、首都圏や中京圏との結びつきが強
い。

当該地域は、混雑時には平常時と比べ所要時間が1.5倍に増加し、高速道路ICまでのアクセス性が悪い。

平成25年7月
ヒアリング実施

高 速 道 路
一 般 国 道
一般国道20号
主 要 地 方 道
一 般 県 道
Ｊ Ｒ

工 業 団 地
物 流 団 地
主 要 工 場

凡 例

（資料：諏訪市勢要覧2010）

高 速 道 路

一 般 有 料 道 路

一般国道（直轄）

平常時 混雑時 平常時 混雑時

（単位：分） （単位：分）

15

23

18

12

混雑時
走行経費
約0.6億円増 混雑時

走行経費
約0.5億円増

諏訪市・下諏訪町境～岡谷IC間 諏訪市・下諏訪町境～諏訪IC間
（朝夕ピーク時） （朝夕ピーク時）

諏訪市・
下諏訪町境
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※一般国道20号の所要時間の分布における、
平均所要時間と最大所要時間の差

増加傾向

３．諏訪地域の状況と課題（医療）

当該地域の総人口は減少傾向にある中で、老年人口（65歳以上）は増加傾向。
また、当該地域の第3次救急医療機関である「諏訪赤十字病院」への救急患者搬送件数が増加傾向。
一般国道20号は、時間帯によって所要時間のバラツキが大きくなっており、平常時には諏訪地域の人口の約9割を
カバーしているが、混雑時には約6割に減少し、救急搬送活動への支障が懸念。

■地域の声（諏訪広域消防本部）

諏訪地域の年齢別人口の推移
（資料：国勢調査 ）

（単位：件）

諏訪赤十字病院の年度別救急患者搬送件数
（資料：諏訪赤十字病院提供資料 ）

・一般国道20号が主要な搬送ルートと
なっていますが、平日の通勤、帰宅
時間帯の渋滞はもとより、休日におい
ても観光客で渋滞が発生しています。
・また、一般国道20号の幅員が狭いと
ころがあり、交通事故等の活動に障
害が発生しています。

■地域の声（諏訪赤十字病院）

・下諏訪町の患者数が増えており、
諏訪バイパスの効果が期待できま
す。搬送時間が短くなれば、救命率
も向上します。
・平成21年より、ドクターカーを導入
しており、円滑な現場での医師によ
る医療活動にも期待できます。

15

救急搬送時間（現場～病院収容）の30分カバー圏

す わ せ き じ ゅ う じ び ょ う い ん

30分カバー圏の人口の変化

（資料：H22道路交通センサス ）

通常時 混雑発生時

（単位：千人）

発

生

頻

度

（
1
時

間

単

位

）

・ 現在、一般国道20号の
所要時間のバラツキが大きい
・ 平均所要時間と最大所要時間
では9分もの差が発生
※最大：25分
最頻値（平均値）：16分

（単位：分）

平均所要時間：16分

（単位：回数）

平常時には諏訪地域の人口
の約９割をカバーしているが、
混雑時には約６割に減少

岡谷市 下諏訪町

諏訪市
茅野市

塩尻市

辰野町

箕輪町

伊那市

原村

富士見町

長和町

（資料：H22国勢調査 ）
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凡 例

救命救急センター

（諏訪赤十字病院：第3次救急医療機関）

通常時のカバー圏（30分）
混雑発生時のカバー圏（30分－9分※）

一般国道20号における月別時間帯別所要時間の分布

●所要時間分布の算出方法
1. 一般国道20号を対象に、民間プローブデータ
を用いて、月別時間帯別所要時間（144サン
プル）を算出

2. 算出した所要時間別の発生回数を集計

●使用した民間プローブデータ
区間 ：大社通り交差点～飯島交差点

（上り下り平均）
期間 ：H23.4～H24.3の12ヶ月（平日のみ）
時間帯 ：7時台～18時台の12時間

平成23年2月
ヒアリング実施

平成25年7月
ヒアリング実施

す わ こ う い き し ょ う ぼ う ほ ん ぶ

高 速 道 路
一 般 国 道
主 要地 方 道
一 般 県 道

凡 例

至

松
本

至 甲府

す わ せ き じ ゅ う じ び ょ う い ん

対象区間
L=約11km

175.6

122.4

約９割

約６割
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３．諏訪地域の状況と課題（沿道環境）

対象区間の一般国道20号の騒音レベルは、昼夜間ともに環境基準値（昼間：70dB、夜間：65dB）を超過し、夜間に
ついては、要請限度（70dB）を超過。

夜間の大型車交通量（約2,400台/12h）は、昼間の大型車交通量（約980台/12h）の約2.5倍。

対象区間
L=約11km

（資料：Ｈ21道路環境センサス）

要請限度（昼間）75dB

16

環境基準（昼間）70dB

（資料：Ｈ22道路交通センサス）

一般国道20号の大型車交通量

元町交差点の交通状況

至 甲府

至

塩
尻

対象区間の騒音レベル

（単位：dB) （単位：dB)

72
74

要請限度（夜間）70dB

環境基準（夜間）65dB

至 甲府

至 塩尻

昼間 夜間

（単位：台/12h)

夜間大型車交通量
は昼間の約2.5倍

昼間 夜間

982

2,418 外々交通
37.7%

内外交通
45.8%

内々交通
16.5%

一般国道20号の
大型車のOD内訳
（資料：Ｈ17道路交通センサス）

もとまち

高 速 道 路
一 般 国 道
一般国道20号
主 要 地 方 道
一 般 県 道
Ｊ Ｒ

凡 例

元町

すわしこがんどおり



課題項目 課題内容

路線名

交通量(台/日)・混雑度
(H22道路交通センサス)

浸水被害区域
（平成18月7豪雨）

主要渋滞箇所

踏切
（最大滞留長）

事故多発箇所
（件/億台キロ）

道路構造

坂室バイパス下諏訪岡谷バイパス 諏訪IC関連
事業中2/4供用 L=3.1km事業中

４．諏訪地域の状況と課題のまとめ

対象区間は、浸水被害区域、主要渋滞箇所、踏切、事故多発箇所、線形不良及び狭小幅員の道路構造などが存在。

至

甲
府

17

至

塩
尻

対象区間 L=約11km

対
象
区
間
の
現
況

道路構造：道路構造令より現道標準値を満たさない箇所（ R＜150m（線形不良）、 Ｗ＜8m（狭小幅員）） 踏切：最大滞留長（ ） 交通事故：全国平均値102,0件/億台キロ、
長野県平均値51.2件/億台キロ、浸水被害区域（平成18年7月豪雨）：浸水延長（ ）

19,948
（2.25）

16,823
（1.54）

16,823
（1.57）

4,928
（0.57）

5,155
（0.46）

（一）神宮寺諏訪線一般国道142号 一般国道20号

●●m
●.●km

第１種低層住居専用地域

第２種低層住居専用地域

第１種中高層住居専用地域

第２種中高層住居専用地域

第１種住居地域

第２種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域

凡例

高 速 道 路

一 般 国 道

主要地方道

一 般 県 道

全面通行止め箇所

平成18年7月豪雨

片側交互通行箇所

踏切

浸水被害区域
（平成18年7月豪雨）

至 甲府

至 塩尻
至 塩尻

至 甲府

至 塩尻

至 甲府 至 塩尻

至 甲府

狭小幅員区間の状況

（下諏訪町上馬場地先）
第三甲州街道踏切の混雑状況
（移動性阻害箇所：渋滞・災害）

平成18年7月豪雨の被災状況

（諏訪1丁目（上諏訪駅付近））
元町交差点の混雑状況

（移動性阻害箇所：渋滞・災害）

大社通り
交差点

下諏訪町
諏訪市境

元町
交差点

四賀桑原
交差点

さかむろし も す わ お か や

飯島
交差点

すわしもすわまちかみばっば

だいさんこうしゅうかいどうふみきり

す わ

もとまち

244.3 285.0 274.7

清水1・2
交差点

四賀普門寺
交差点

飯島
交差点

大社通り
交差点

元町
交差点

四賀武津
交差点

大社通り交差点 高浜交差点 元町交差点

343.4

四賀桑原
交差点

四賀桑原交差点

0.2km 0.2km 2.0km 0.6km

全面通行止め 全面通行止め 片側交互通行

370m 120m 200m 250m

第三甲州街道踏切 赤羽根踏切

0.3km

片側交互通行

す わ



・旧甲州街道沿い先ノ宮神社社殿の
西側にあります。約５ｍ上の北側の
幹枝が枯損しているが、総体として
樹勢がよく、幹周７．４５ｍ、高さ２５
ｍ、枝張り２５ｍ、樹齢６５０年と推定。

５．地域に配慮すべき事項（自然環境）

既往文献から重要な動植物の分布を確認。
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オオムラサキ

至

甲
府至

塩
尻

出典：諏訪博物館HP

クロサン
ショウウオ

オオムラサキ、
ヒメギフチョウ本州亜種

オオムラサキ

・平地から標高2,500mを越える高山
にまで生息し、主に夜間、ミミズや小
昆虫を捕食。繁殖期には山地の止
水性の池に集まる。産卵場所は森
林や湿地が隣接していることが必要
で、産卵期以外は森林の落葉、倒木
等の下に隠れている。

クロサンショウウオ

【凡例】

注目すべき動物

天然記念物（植物）

【注目すべき動物の分布図】
資料：第2回自然環境保全基礎調査

長野県動植物分布図（S56環境庁）
支部報「いわすずめ」No.96
（H16日本の野鳥の会諏訪支部）
ふるさといきものの里100百選
（H元環境庁自然保護局）

出典：大切にしたい長野市の自然（長野市版レッドデータブック）

【天然記念物（植物）の分布図】
資料：「信州の文化財」

（財団法人八十ニ文化財団）HPより
第4回自然環境保全基礎調査
長野県自然環境情報図（H7 環境省）

動 物
環境省：準絶滅危惧（ＮＴ）
長野県：留意種（Ｎ）

・人家近くの雑木林に多く生息し、雄
は夕方に強い活動性を示す。幼虫
はエノキ、エゾエノキの葉を食草とし、
成虫はクヌギ、ミズナラ、カシ、ヤナ
ギ等の樹液を好む。

オオムラサキ動 物
環境省：準絶滅危惧（NT）
長野県：留意種（N）

・主にサケ等の魚の捕れる海岸や河
川、湖沼等の周辺のカラマツ、ダケ
カンバ等の大木に営巣。１０月末頃
に北海道へ渡って行き、餌であるサ
ケ、マスの遡上する河川や漁港等に
集まる。

オオワシ動 物
環境省：絶滅危惧Ⅱ類（VU）
天然記念物：国指定天然記念物

出典：大切にしたい長野市の自然（長野市版レッドデータブック） 出典：大切にしたい長野市の自然（長野市版レッドデータブック）

凡例

高 速 道 路

一 般 国 道

主要地方道

一 般 県 道

対象区間 L=約11km【絶滅のおそれの程度（カテゴリー）】
絶滅危惧Ⅱ類（VU）

準絶滅危惧（NT）

留意種（N）

絶滅の危険が増大している種

現時点では絶滅危険度は小さいが、
生息条件の変化によっては「絶滅
危惧」に移行する可能性のある種

絶滅危惧の対象種ではないが、特
殊な事情を有するため、留意する
べき種

出典：下諏訪町HP

先の宮のケヤキ植 物

天然記念物：諏訪市指定天然記念物

・雑木林やカラマツ林などの落葉性
の林に生息。幼虫はウスバサイシン
を食草する。成虫は、スミレやカタク
リの花に飛来して吸蜜し、好天の日
には樹林周縁部を活発に飛び回る。

ヒメギフチョウ本州亜種動 物
環境省：準絶滅危惧（ＮＴ）
長野県：留意種（Ｎ）

・この欅(けやき)は、諏訪大社下社
秋宮、山王台の北側にある八幡(は
ちまん)社の道を隔てた西方にあって、
通称「おとうめ様」ともいわれる専女
(とうめ)社の神木となっている巨木で
ある。

専女の欅植 物

天然記念物：下諏訪町指定天然記念物

出典：大切にしたい長野市の自然（長野市版レッドデータブック）

オオワシ

オオワシ

と う め けやき さきのみや

オオムラサキ



６．政策目標の素案（地域の課題とその原因）

課題 原因

防
災
に
つ
い
て

災害

・自然災害による被害
⇒平成18年7月豪雨では、対象区間の一般国道20号で
約37時間に亘り全面通行止めが発生
⇒平成25年9月16日台風18号では、路面冠水による
全面通行止めが発生

・代替路がない脆弱な道路ネットワーク
⇒自然災害時に幹線道路の冠水
⇒災害時の緊急輸送路が脆弱

リダン
ダンシ
ー

・リダンダンシーの確保（代替路の確保）
⇒平成18年7月豪雨では、第一次緊急輸送路である一般
国道20号と中央自動車道などが全面通行止めになり、
南北を結ぶ路線が断絶

道
路
に
つ
い
て

交通
・交通の集中による渋滞の発生
⇒一般国道20号の元町交差点～四賀桑原交差点や

大社通り交差点では、速度低下が発生

・幹線道路の交通円滑化
⇒諏訪湖周辺では、東西に移動する道路が限られており、
主要幹線道路である一般国道20号に交通が集中し、
渋滞が発生

踏切
・踏切遮断による交通渋滞の発生
⇒踏切の1時間当たりの最大遮断時間は約14分
⇒踏切の遮断による最大滞留長は370m

・幹線道路の移動性阻害
⇒一般国道20号には、踏切が2箇所あり、一旦停止による
走行環境の妨げや踏切の遮断による渋滞が発生

事故
・交通事故が多発
⇒死傷事故率は全国平均を上回る箇所が多く存在

⇒全体の約6割を占める追突事故が多く発生

・幹線道路としての機能が不十分
⇒沿道の家屋や店舗への出入交通による本線交通の阻害
⇒信号交差点の連続や慢性的な交通渋滞

地
域
に
つ
い
て

観光
・観光業への影響
⇒当該地域では、混雑時には平常時と比べ所要時間が
最大19分増加し、高速道路ICまでのアクセス性が悪い

・高速道路までのアクセス性や定時性が不十分
⇒一般国道20号の交通集中と踏切などの影響により

渋滞が発生

製造
・製造業への影響
⇒当該地域では、混雑時には平常時と比べ所要時間が
最大6～8分増加し、高速道路ICまでのアクセス性が悪い

医療

・救急搬送活動への支障
⇒一般国道20号は、時間帯によって所要時間のバラツキ
が大きくなっており、信頼性が低下した場合、カバーでき
る人口が最大3割減少し、救急搬送活動への支障が懸念

・高次救急医療機関への速達性が不十分
⇒一般国道20号の交通集中と踏切などの影響により

渋滞が発生

沿道
環境

・沿道環境の改善
⇒夜間の騒音値が要請限度を超過

・夜間の大型車交通量が多い
⇒夜間に市街地を走行する大型車の交通量が多い

地域に配慮
すべき事項
（自然環境）

・自然環境の保全
⇒重要な動植物の分布を確認

・自動車交通による影響
⇒道路交通により、周辺の動植物の生態系に対する影響

19

２.交通の円滑化

３.交通安全の確保

１.災害に強い代替路
の確保

４.地域産業の活性化

５.安心・快適な暮らし
づくり

政策目標の素案

し が く わ ば らも と ま ち

たい しゃどお



７．政策目標の素案と地域の将来像との整合性 20

長野県総合５か年計画
（H25.3）

長野県新総合交通ビジョン
（H25.3）

地域
プロジェクト

主要施策（抜粋）

人とモノが集う

快適な

空間づくり

プロジェクト

（諏訪地域）

＜交通体系の利便性向上＞

○移動の円滑化と安全の確
保のため、高速道路や国
道20号バイパスを中心とし
た道路の整備を推進する
とともに、住民ニーズを踏
まえ地域の実情に即した
最適な公共交通の維持に
取り組みます。

第5次諏訪市総合計画
（H24.4）

第6次改定下諏訪町総合計画
（H23.4）

将来像 主要施策（抜粋）

自然と恵みと地域の

活力が調和する

やさしさとふれあいのま

ち諏訪

＜生活基盤の
安心を支えるまちづくり＞

○市民の日常生活や地域の経済活動を支える
とともに、防災上の役割を果たすため、利便
性の高い道路網整備の需要が高まっていま
す。まちづくりの方向性や将来の交通需要な
どを考慮した都市計画の見直しを図るととも
に、老朽化する橋の増加に対応するための
長寿命化修繕事業を進めます。

将来像 主要施策（抜粋）

小さくてもきらりと

光る美しいまち

＜活力に満ちた魅力あふれる都市＞

○安全で快適な生活を支え、活力を維持す
るための円滑な交通システム整備を図る
ため、交通体系の根幹となる国道20号バ
イパスの建設促進や南北幹線としての都
市計画道路の整備を進めるとともに、都市
計画道路を見直し、国道20 号バイパスへ
の新たなアクセス道路の検討を進め、計
画的、段階的に幹線道路網の整備を図り
ます。また、国道20号バイパスは交通緩
和のほか、諏訪圏域の産業・経済や観光
面、近年では防災面からも重要幹線として
早期の開通が望まれています。

将来像 主要施策（抜粋）

交通の結節点

“信州”を快適

につなぐ

移動環境の

形成

＜県内各地をつなぐ
道路ネットワークの強化＞

○県土の骨格を支える国道
18号、19号、20号、153号、
158号等の主要な国道の
整備を促進するとともに、
木曽川右岸道路などのそ
れらを補完する道路の整
備を推進します。

地域
プロジェクト

主要施策（抜粋）

災害防止計画 ＜緊急輸送計画＞

○各機関が管理する道路に
ついて災害に強い道路交
通網の整備を推進するとと
もに、それぞれの計画に基
づき、総合的な交通網整
備を推進するものとする。
（関係機関（国、NEXCO等）
が実施する計画）

長野県地域防災計画
（H25.3）



【災害関連】 【交通・踏切関連】 【事故関連】 【観光・製造関連】 【医療・沿道環境関連】

８．政策目標の案（整備方針の検討）

当該地域の課題を解決するための整備方針を検討。

◇諏訪地域の課題を早期に解決する政策目標の案を設定

１. 災害に強い代替路の確保
２. 交通の円滑化
３．交通安全の確保

４. 地域産業の活性化
５．安心・快適な暮らしづくり

◇対策案の検討方針

地域の状況と課題

地域の将来像

諏訪地域の課題を解決し、地域の将来像を実現する複数案を設定し比較検討

当該地域に求められるサービスとは
①災害に強い道路ネットワークの強化
②交通混雑を緩和し、交通の円滑化
③交通事故を減少
④高速道路ＩＣまでの定時性の向上
⑤高次救急医療機関への速達性向上、夜間騒音の改善
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・ 災害に強く、ネットワークを
強化できる道路とは

・沿道環境が改善する道路
とは

・安全性を高め、交通事故が
減少する道路とは

交通 踏切

観光

事故

沿道環境

・交通混雑を緩和し、地域交
通を円滑化する道路とは

医療

製造

災害 リダンダンシー

・高速道路ＩＣまでの定時性を
向上できる道路とは

・高次救急医療機関への速達
性を向上できる道路とは



９．地域からの意見聴取方法

以下のとおり、地域から意見聴取を実施。
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１．意見聴取（１回目）の内容

意見聴取の項目 把握する意見 回答方法

①地域の課題について

諏訪地域にどのような課題があるか 選択式（複数）

提示した課題の他に、考えられる課題はあるか 自由回答

②政策目標の案について

提示した政策目標の案で、どの項目が重要だと思うか 選択式（複数）

提示した政策目標の案の他に、考えられる政策目標はあるか 自由回答

③道路整備の必要性について 道路整備の必要性が、あると思うか思わないか 選択式（１つ）

④検討にあたって配慮すべき事項等 “③”で選択した項目に対しての自由意見 自由回答



■意向調査（沿線住民）の配布範囲

９．地域からの意見聴取方法

情報提供の項目

諏訪地域の各市町村のホームページに意向調査（Web）のバナーを設置

新聞広告、チラシ、長野国道事務所ホームページ等で幅広く広報を実施

オープンハウスによる地域住民への情報提供と意見聴取
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３．地域への意向調査の周知方法

◇1ヶ月程度
４．意見聴取期間

意向調査

住
民
等

沿線住民 （諏訪市、下諏訪町の住民） 全戸配布（28,900世帯）

周辺住民
（岡谷市、諏訪市、茅野市、下諏訪町、
富士見町、原村の住民）

市町村役場

一般市民 （広く一般の人々） Web

事
業
者
等

製造業
物流業

（諏訪市・下諏訪町の商工会議所）
（長野県トラック協会（諏訪地区））

会員企業へ配布（348社）
観光業
宿泊業

（諏訪市・下諏訪町の観光協会）

ヒアリング調査

製造業
物流業

（諏訪市・下諏訪町の商工会議所、
長野県トラック協会など）

計 9社

観光業
（諏訪市・下諏訪町の観光協会、
首都圏、中京圏の旅行代理店など）

計 11社

医療機関 （消防、病院） 計 2社

公共交通機関 （バス会社、タクシー会社など） 計 6社

観光客 目標数 150人

至 甲府

至

塩
尻

下諏訪町

諏訪市

世帯数：8,335世帯
（全戸配布）

世帯数：20,532世帯
（全戸配布）

対象区間
L=約11km

岡谷市

茅野市

原村

富
士
見
町

２．意見聴取の対象

◇国土交通省 長野国道事務所

５．実施主体



９．地域からの意見聴取方法

６．調査票の設問案
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１）調査概要

○計画の概要、調査対象箇所の提示

■第1回意見聴取における調査方法および質問内容



■第1回意見聴取における調査方法および質問内容

９．地域からの意見聴取方法

２）一般国道20号（諏訪市～下諏訪町間）の現状

○地域の課題の提示
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６．調査票の設問案



９．地域からの意見聴取方法

■第1回意見聴取における調査方法および質問内容
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６．調査票の設問案

３）質問事項（住民等）

①地域の課題について

②政策目標の案について

③道路整備の必要性について

④検討にあたって配慮すべき事項等



９．地域からの意見聴取方法 27

■第1回意見聴取における調査方法および質問内容

６．調査票の設問案

３）質問事項（事業者等【製造業／物流業】）

①地域の課題について ②政策目標の案について ③道路整備の必要性について ④検討にあたって配慮すべき事項等



９．地域からの意見聴取方法 28

■第1回意見聴取における調査方法および質問内容

６．調査票の設問案

３）質問事項（事業者等【観光業／宿泊業】）

①地域の課題について ②政策目標の案について ③道路整備の必要性について ④検討にあたって配慮すべき事項等



９．地域からの意見聴取方法

■第1回意見聴取における調査方法および質問内容
４）返信用ハガキ（住民等）

■回答方法

・回答は、返信用ハガキに
記入し、郵便ポストに投函

（表面）
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回答者属性
を確認

（裏面）

６．調査票の設問案



■地域の現状と
課題

■政策目標の案の
設定

■意見聴取方法

■計画段階評価の
進め方

１０．今後の計画段階評価手続きの進め方（案）

第１回
関東地方
小委員会

意見聴取
（第１回）

第２回以降
関東地方
小委員会

意見聴取
最終
関東地方
小委員会

■意見聴取結果の
確認

■対策案の決定

対
応
方
針
の
決
定

（
道
路
が
通
る
概
ね
の
ル
ー
ト
）

○対策案選定時に
重視する項目

●意見聴取方法
≪意向調査≫
対象者：地域住民

道路利用者
等

≪オープンハウス≫
対象者：地域住民

■意見聴取結果の
確認

■対策案の考え方

■対策案の検討
→概ね500m帯
（比較案）

■意見聴取方法

①地域の課題
②政策目標の案
③道路整備の必要性
④検討にあたって
配慮すべき事項等

●意見聴取方法
≪意向調査≫
対象者：地域住民

道路利用者
企業 等

≪ヒアリング≫
対象者：企業

観光客 等

≪オープンハウス≫
対象者：地域住民

地 方 小 委 員 会

■ 今後の計画段階評価手続きの進め方、スケジュール（案）

地域住民や道路利用者の意見を聞きながら、道路計画【概略の計画案（複数案）】について検討を行う。

【平成25年11月】

今回
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